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Ⅰ.もっと身近に・・緩和ケア病棟を来年春に開設いたします 
当院は「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受け、根治的手術、抗腫瘍薬投与、放射線治療等のがんに

対する集学的治療を展開するとともに、令和元年 8 月には緩和ケア内科を設置し、地域の皆さまが安心して

がん治療を受けられる環境づくりを行ってまいりましたが、いよいよ来年春には「緩和ケア病棟」を開設す

ることとなりました。 

 

釧路・根室医療圏で初めての「緩和ケア病棟」 

わが国では 24-25 万人の人口規模が緩和ケア病棟の成立の目

安だとされていますが、釧路・根室医療圏は人口約 30 万人を抱

えるにもかかわらず、これまで緩和ケア病棟がありませんでした。

全国の三次医療圏の中で緩和ケア病棟が設置されていないのはこ

こだけです。全国ではがん患者の 6 人に 1 人が、最後の時間を緩

和ケア病棟で過ごしていますが、釧路・根室医療圏で発生する毎

年約 1,200 名のがん患者さんにだけはその機会がなく、これを解

消しようというのが私たちの取り組みです。 

 

｢緩和ケア病棟｣は“生きる”場所 
緩和ケア病棟というと、終末期の患者さんが死ぬまでの時間を過ごす(“死を待つ”)場所というイメージ

をお持ちの方が多いかと思います。確かにがん患者さんに最後の時間を少しでも穏やかに過ごしていただく

ことは大事なことです。しかし私たちは、緩和ケア病棟を開設するにあたっては、もう一歩進んで、がん患

者がよりよく“生きる”ための場所を作ろうと目指しています。がん治療が進歩した結果、現在では、がん

を患いながらも仕事をし、家庭を守り、自分のやりたいことをやり続ける方がたくさんおられ、そういう“が

んサバイバー”の生活を支えることも私たちの緩和ケア病棟の役割の一つにしたいと思っています。 

 

患者さんを支えるチーム医療 
このために私たちはチームで緩和ケア病棟を運営しようと思っています。医師、病棟看護師、薬剤師、 

心理師による最新の緩和医療・ケアの実践はもちろんのこと、たとえばリハビリテーションスタッフは患者

さんの ADL(日常生活動作)の評価と維持・改善に努め、管理栄養士と歯科医師・

歯科衛生士は患者さんの食生活の充実を図ります。医療ソーシャルワーカーや退

院調整看護師は患者さんが慣れ親しんだ自宅・地域で過ごすための様々な手配を

行います。今は新型コロナウイルス対策のためにむずかしいですが、時期が来た

ら地域のボランティアの皆さんにも患者さんの病棟での毎日の潤いづくりに参画

していただきたいと思っています。これらにより、私たちは緩和ケア病棟を“生

活”する場所にし、患者さんが家や会社に復帰することを応援する場所にもした

いと思っています。 

【2021.2.19 北海道新聞に掲載されました】 

     理 念：最新の知識と技術に基づき、良質で信頼される医療を実践します。 
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ウィズ・コロナ時代を見越した設計 
緩和ケア病棟の設置にあたっては、新型コロナウイルス対策にもできるだけのことをするつもりです。今

はどこの病院も家族や知人などの入院患者との面会・付き添いを制限していますが、感染症に脆弱な患者の

多く入院する緩和ケア病棟では一層気をつけなければなりません。このため私たちの緩和ケア病棟ではオン

ライン(テレビ電話)による面会のための設備や感染対策を十分に施した面会施設を用意し、また病室の換気

対策等にも配慮した設計を進めています。 

 

今後は、当センターだより等により｢身近に感じる緩和ケア｣をめざし、随時、緩和ケア病棟に関する情報

発信をいたしますので、ぜひご覧ください。 

また、あわせて緩和ケアに関する｢無料出前講座｣(Web も OK)も実施していますので、皆さまの施設でス

タッフ研修などの機会がありましたら、お気軽に地域医療連携総合センターまでお声をおかけください。 

 

 

緩和ケア病棟では多職種のチームで患者さま・ご家族さまを支えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.がん治療と仕事の両立支援について 
がん治療をしながら「働き続けたい方」、「仕事・治療を両立させたいとお悩みの労務担当者」を私たちは

専門の職員がサポートいたします。 

当院での治療有無にかかわらず「がん等で治療中の方」「ご家族の方」「職場の労務担当の方」 

ぜひご相談ください。 

■予 約：完全予約制（随時予約を受付しております） 

■場 所：当院地域医療連携総合センター 専用相談室 

     ※リモート面談も実施しております。 

■対応者：両立支援コーディネーター（メディカルソーシャルワーカー） 

■料 金：無料 

■連絡先：地域医療連携総合センター（代表：0154-22-7191） 

     平日 9：00～１７：00 

                                   

医師・歯科医師：主治医のほかに、緩和ケア専門医ががんに伴う様々な症状をコントロールします 

薬剤師：様々な症状をコントロールするための薬について提案などをします 

理学療法士・作業療法士： 

治療や疼痛などにより、体が動かなくなって来た時に、残された機能を最大限に 

活用して生活が送れるようリハビリをします 

看護師：担当看護師のほか、緩和ケア認定看護師、がん看護専門看護師などがいます 

管理栄養士：治療による「痛み」「食欲低下」など食事が進まない時、 

食事のアドバイスをします 

ﾒﾃﾞｨｱｶﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ：患者さん・ご家族の生活全般の支援をします 

心理師：心の問題など専門的な支援をします 

詳しくは病院ホームページをご覧ください 


